
平成27 年度学校給食の実施に伴い発生する廃棄物の３Ｒ促進実証業務

松本市

環境教育の実施に伴う
効果測定事業



１.事例の紹介

事 業 名 環境教育の実施に伴う効果測定事業

自治体名 松本市（長野県）

協力主体 松本市教育委員会

実施地域 松本市市内

取組体制

松本市（環境政策課）
松本市教育委員会（教育政策課・学校
指導課・学校給食課（給食セン
ター）・市内３小学校）

平成27 年度学校給食の実施に伴い発生する廃棄物の３Ｒ促進実証業務
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２.事業の概要と目的
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食べ残し量
調査

保護者に対する
意識等変化調査

小学校
環境教育

◎モデル校３校で
食べ残し量調査
◎環境教育実施前
後に測定

◎意識等変化に関
するアンケート
◎子と保護者の変
化等を聞き取り

◎食品ロス・３Ｒ
等のテーマ
◎学年毎に双方向
で楽しく実施
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食べ残し量調査

意識変化調査

事業効果を定量的に測る

①

②

子と親の意識及び行動の変化を
明らかにする③

園児環境教育との
関連性を明らかにする

意識変化調査④ 環境教育の保護者への影響を明らかにする

⑤

子どもたちの“もったいない”
意識の向上を図る

小学校環境教育

意識変化調査



3.事業内容
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食べ残し量
調査

保護者に対する
意識変化調査

小学校
環境教育

市内Ａ・Ｂ・Ｃ
小学校（全学級）

市内Ａ・Ｂ小学校
（全学年）

１回目 9/24-10/22
2回目 11/11-12/9

㈱総合環境研究所
（業務委託）

10/26-11/4
の１時限

市
(冊子・スライド作成)

市内Ａ・Ｂ小学校
（環境教育実施校保護者)

11/24-12/11
（調査期間）

市（設計）
学校（配布・回収）

対象

期間

実施者



４.事業実施スケジュール
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月

打合せ
現場確認

環境教育用
冊子作成

食べ残し
調査

環境教育
（Ａ校）

環境教育
（Ｂ校）

アンケート
調査

集計・分析

9/24～10/22 11/11～12/9

10/28・11/4

10/26・27・29・11/2・4

教育委員会（学校指導課）・小学校３校・給食センター等

教育委員会・印刷業者との調整

11/24～12/11

３校で実施・業者委託



５.事業の背景・ねらい
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キーワード
「参加型・とにかく楽しく」

○園児にパワーポイントを使ったクイズと説明

「捨てたものはどうなる？」「捨てたものはどうなる？」

「食べ残したものはどうなる？」「食べ残したものはどうなる？」

①園児に対する環境教育を既に実施

②食べ残し量等の量的な評価ができていない

→既に環境教育のノウハウと
意識変化等調査のデータがあった

○園児に対する環境教育等の事業後に量的な評価ができていない。

→一層の事業成果を図るため、具体的に数値化して評価する
必要性があった

既にある環境教育のノウハウやデータを活かしつつ、対象を小学生に既にある環境教育のノウハウやデータを活かしつつ、対象を小学生に
広げ、あわせて食べ残し量調査を行うことで、量的な評価も行う。

テーマ



６.事業結果の詳細
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食べ残し量調査

１回目 9月24日～10月22日（環境教育実施前）
２回目 11月11日～12月 9日（環境教育実施後）
※休日や社会見学等で給食の無い日を除いた毎日

実施時期

実施場所 市内小学校３校のコンテナ室

実施方法 ・全クラスの食べ残し量を測定
・主食、副食と分類し、それぞれ
デジタル重量計で計測
・副食は、水分を切って測定
（ごみとして出る量を量るため）
・学校へは、場所の提供と主食の
袋へのラベルの貼付を依頼

重量計と主食

計測の様子
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食べ残し（主食） 食べ残し（副食） 重量計及びザル等

コンテナ室内 返却された食器等

食べ残し量調査
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Ａ校

Ｂ校

Ａ校（10月26・27・29日,11月2・4日）
Ｂ校（10月28日、11月4日）

実施時期

実施場所

実施方法

Ａ校：視聴覚室 Ｂ校：レクリエーションルーム

実施時間 １時限（45分）

・学年毎に実施
（2校×6学年＝計12回）
・パワーポイントで教材を作成、
プロジェクターで投影し、市
職員が説明
・家庭での復習と家族にも見て
もらえるよう冊子を作成し配布

小学校環境教育



６.事業結果の詳細
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小学校環境教育

人間が生きていくためにはエネルギー（食べ物）が必要
であること
カレーライスを例にし、たくさんの人が関わり、たくさ
んの材料やエネルギーが使われていること

日本の自給率（世界から多くの食べ物を買っていること）

世界には食べたくても食べられない人がいること

それでも日本ではたくさんの食べ物が捨てられていること

食べ物と３Ｒ

牛乳ビンのリユースや食品の循環

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

内容



６.事業結果の詳細
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料理には、様々な材料が
使われていること

たくさんの人や資源が
関与していること

食料自給率など
（クイズで説明）

世界には、食料不足の
子どもたちがいること

それでも食品ロスが
出ていること

食品ロスの詳細ついて
（写真）

プログラムから抜粋
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小学校環境教育

環境教育終了後に記入実施時期

対 象

回答数

全学年の家庭 1,034人
（Ａ校733人,Ｂ校301人）

方 法 感想等記入用紙を配付し、記載

934（回収率 90.3％）

環境教育後の感想

①わたしたちにできること
②思ったこと・感じたこと
（今日の感想）
③心に残ったこと

設問主旨 行動へのつながり

意識付けの確認



６.事業結果の詳細
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小学校環境教育 冊子の作成

Ｂ5 カラーサイズ

ページ 8ページ 作成数 2,300部

用紙 マットコート四六 90kg

◎環境教育の家庭で
の振り返り、保護者
へのお知らせ
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平成27 年度学校給食の実施に伴い発生する廃棄物の３Ｒ促進実証業務
15

意識変化調査

平成27年11月24日から12月11日実施時期

対 象

回答数

全学年の家庭 1,034人
（Ａ校733人,Ｂ校301人）

方 法 アンケート調査（配布及び回収を
小学校に依頼

722（回収率 69.8％）

①環境教育（食品ロス、３Ｒ等）についての話の有無
②環境教育後の子どもの意識や行動の変化の有無
③食べ残し等の意識や行動の具体的な変化
④３Ｒ等の意識や行動の具体的な変化
⑤環境教育後の家族の意識や行動の変化の有無
⑥環境教育や市の取組みに対する意見（自由記述）

設問主旨



７.事業の効果
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 全校

第１回 第２回

◆環境教育実施校

【Ａ校】 【Ｂ校】

【Ｃ校】

◆環境教育非実施校
約34％減 約17％減

約11％増

＜主食と副食の食べ残し量の１クラスあたりの学年平均＞

単位：グラム/日

単位：グラム/日

食べ残し量調査
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小学校環境教育 環境教育後の感想

・設問１「わたしたちにできること」
・90.9％とほとんどの子どもが残さず食べる等を記述

90.9%

14.3%

13.8%

28.6%

8.8%

1.1%

4.6%

4.0%

6.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①残さず食べる（小盛りにする）

②好き嫌いしない

③過剰に買ったり、作ったりしない

④３Ｒに関すること

⑤食べ物等への感謝

⑥分別をする

⑦食品ロスをしない

⑧消費期限・賞味期限

⑨その他

⑩無回答

回答あり 回答なし

n =  934

849人

134人

129人

267人

82人

10人

43人

37人

57人

0人



45.2%

2.7%

34.3%

17.8%

12.1%

8.0%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①食品ロスに関すること

②食料自給率に関すること

③食糧難の人に関すること

④食べ物等への感謝

⑤３Ｒに関すること

⑥その他

⑦無回答

回答あり 回答なし

n =  934

422人

25人

320人

166人

113人

75人

62人

７.事業の効果
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小学校環境教育 環境教育後の感想

・設問３「心に残ったこと」
・食品ロスに対する感情の記述が最も多く、次いで食糧難の人に
対する感情の記述が多い

食料事情に関しては、
子どもたちの印象に残り
やすかった



７.事業の効果
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83.1%

38.4%

14.4%

39.5%

0% 50% 100%

食品ロス（食べ残し等）

世界の食料事情

食料自給率

３Ｒ

ｎ＝479

184人

398人

69人

189人

話あり

66.3%

話なし

33.2%

無回

答

0.4%

479人

240人

3人

ｎ＝722

意識変化調査

①環境教育後の自宅での話の有無

・66.3％が自宅で話をした
・話をしたうち83.1％は、食品ロス
（食べ残し等）の話をした
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意識変化調査

②子どもが自宅で話をした内容の内訳

・どの学年も食品ロス（食べ残し等）の話をする割合が最も高いが、
学年が高くなるにつれて、そのほかの割合が高くなっている
・４年生はごみの学習をする学年であり、３Ｒの割合が顕著に高い

54.7%

52.1%

49.3%

41.6%

41.1%

45.6%

20.9%

22.1%

29.6%

19.3%

20.5%

18.4%

6.8%

8.6%

7.7%

1.9%

13.7%

12.6%

17.6%

17.1%

13.4%

37.3%

24.7%

23.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食品ロス（食べ残し等） 世界の食料事情 食料自給率 ３Ｒ

73人 31人 12人 24人

70人

81人 31人 10人 26人

42人 11人 19人

67人 31人 3人 60人

60人 30人 20人 36人

47人 19人 13人 24人

1年

2年

3年

4年

5年

6年

学年が高くなる
につれ幅広い理
解ができる
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意識変化調査

③意識変化等の有無 ・意識及び行動の変化はそれぞれ約半
数に見られた
・割合は、子ども48.9％、保護者
44.7％とほぼ同割合であるが、子ども
の方がやや高い

変化あり

48.9%

変化

なし

50.7%

無回答

0.4%

353人366人

3人

ｎ＝722

【子ども】 【保護者】

変化あり

44.7%変化なし

48.1%

その他

0.3%

無回答

6.9% 50人
2人

347人

323人

ｎ＝722
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意識変化調査

④話の有無と意識変化等の有無の関連性

・Ａ校及びＢ校ともに話をした割合は３年生が最も高い
・Ａ校の３年生を除き、子と親の意識変化はほぼ同じ割合で推移
・話があった割合は、意識変化の割合と似た推移

30.0%

50.0%

70.0%

90.0%

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

話あり 意識変化（子） 意識変化（親）

30.0%

50.0%

70.0%

90.0%

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

話あり 意識変化（子） 意識変化（親）

【Ａ校】 【Ｂ校】
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意識変化調査

⑤保育園環境教育との比較

・園児環境教育を受けていない方が、自宅での話・意識及び行動（子
及び保護者）の変化の割合が大きい
・保護者の意識変化の無かった理由は、以前から意識があったという
回答が87.7％と高く、園児環境教育の効果があった可能性がある

64.8%

69.7%

35.2%

29.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

話あり 話なし 無回答

79人 43人

175人 74人
2人

39.3%

49.4%

60.7%

49.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あり なし 無回答

48人 74人

124人 125人

2人

11.2%

11.6%

23.3%

31.5%

9.5%

6.0%

56.0%

50.9%

4.4%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

両方 食品ロスのみ 分別のみ 変化なし 無回答

13人 27人 11人 65人 6人

27人 73人 14人 118人 19人

園(市立)

園(私立)

87.7%

68.6% 1.7%

4.6%

15.3%

4.6%

8.5%

3.1%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

以前から 面倒 興味なし その他 無回答

57人 8人

81人 37人

園(市立)

園(私立)

話の有無

意識及び行動の変化（子）

意識及び行動の変化（保護者）

グラフ上段：園児環境教育を受けた（市立）
グラフ下段：園児環境教育を受けていない（私立）

変化が無かった理由（保護者）

園(市立)

園(私立)

園(市立)

園(私立)
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意識変化調査

⑤保育園環境教育との比較

・保育園（幼稚園）児の方が、自宅で話をする割合が高い。
・意識変化についても保育園（幼稚園）の方が、子ども及び親の意
識変化の割合が高い。

小学校
保育園
（幼稚園）

話の有無 ６６．３％ ７９．８％

意識変化の
有無

子 ４８．９％ ５８．４％

保護者 ４４．７％ ６２．１％

※保育園（幼稚園）の数値はＨ２６に松本市で調査

→ 子ども（特に園児）を通じた家庭への影響は大きく
子どもへの環境教育の意義は大きい
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意識変化調査

⑥その他（自由記述）

・子どもにとってとても大切なことを教えていただきありがとうござい
ました。普段からご飯茶わんに残るお米１粒の大切さを話すようにはし
ていましたが、食品ロスの話や自給率の低さには驚いたようです。日本
はものがあふれ、食品についてはたくさん捨てられている現実を知るこ
とは子どもにとって必要なことだと思います。これからも環境教育がよ
り多くの学校で行われていくことを望んでいます。（Ａ校１年）
・食べ残しの問題について子どもが考えることはとても良いことだと思
います。お腹がいっぱいだから、嫌いだから残すという事がなくなり、
家計も助かります。食品に対しても感謝の気持ちも持てるようになりま
した。（Ａ校２年）
・親が残さず食べるように言ってもあまり効果がなかったが、学校で皆
とわかりやすく学んだことで、意識が変わった。元々あまり残すことは
ないが、あまり好きではないものをそのまま台所へ片づけに来ていたの
が、家族に食べてくれないか頼んだり最初から減らすようになった。
（Ａ校３年）
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意識変化調査

⑥その他（自由記述）

・食品の廃棄は、燃やすだけでなく、肥料や飼料に利用して、それが回
りまわってまた我々の口に戻ってくるような循環型の社会ができればよ
いと思う。（Ａ校４年）
・冷蔵庫の中をチェックするようになりました。（子どもから注意され
たので・・・。）私が見本になれるよう、気を付けていきたいと思いま
す。（Ａ校４年）
・家庭ではなかなか詳しく説明ができなかったので、このような取組み
をきっかけに家庭でも「もったいない」を合言葉に、できる事から始め
ようとスタートできました。ありがとうございました。（Ｂ校４年）
・学校で習ってきたことをかなり詳しく覚えており、私たち（家族）に
もよく話してくれます。環境教育の内容が子どもにもわかりやすかった
と思われ、また意識を高めるようになった子が増えたと感じました。
（Ｂ校５年）
・食品ロスの削減、食べ残しを無くすのはとてもいいことだと思います
が、給食での配膳は無理のないように食べられる子、食べたい子を優先
して食べられない子に無理をさせないでほしいです。（Ｂ校６年）
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事業結果から言えること

①環境教育の効果はある。
← 66％が話をし、
子と保護者約4̃5割に意識変化

②学校の学習との相乗効果
に期待が持てる。

← 環境教育の実施により、
食べ残し量は減った。

← ごみの学習をする４年生は、
３Ｒ等に関する割合が高かった

③家で話をすると意識変化
につながる。（子も親も）

← どの学年も似た割合で推移

④小さいころからの環境教
育は特に意義がある。

← 子どもだけでなく、保護者への
影響も大きい

← 小学校より保育園の方が意識変
化等の割合が大きい
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現場の先生からは、アニメーションや音声の多用について、必要性
に関する意見があったので、検証が必要

各学校とも多忙であるため、学校に対して早めの立案・相談が必要

プログラム内容の見直し・発展

早期の計画

変化した意識等を継続させていく施策とその効果を測ることが必要

変化した意識の継続

盛り付けした分は残さずに食べるという指導もあるため、無理をさ
せないようにする配慮が必要

無理をせずに食べ切る方針

調査業務委託料について、財源の検討が必要

食べ残し量調査の費用負担
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作成した環境教育プログラムは、特に効果
が高かった３年生を対象に引き続き実施でき
ないか検討

環境教育の継続的な実施

保育園環境教育では、意識変化を継続させ
るために紙芝居を作成しており、小学校に対
しても同様の取組みができないか検討

意識変化を継続させる取組みの検討
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●経費
＠2,490,000円×1式×1.08＝2,689,200円
●相手方
㈱総合環境研究所

食べ残し量調査

●経費
＠93円×2,300部×1.08 ＝ 231,012円
●相手方
㈱プラルト

環境教育用冊子

事業費 2,920,212円
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子ども目線で
ユーモア多く

子どもと
双方向で

楽しく
学ぶ

早期の事業計画

環境教育

教育委員会
との調整

事業の効果検証

成果や課題の把握・改善

食育関係の話
は理解が得ら
れやすい

現場サイドと考え方が
一致するとやりやすい

可能な限り
定量的に

一つのプログラムでも、
写真やイラストを多用し、
文章や漢字を学年に応じた
ものに変更すれば対応可能

現場(学校)
との調整
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堆肥化授業

生ごみ処理機を使って家庭から出た生ごみで堆肥を作る活動実施概要

実施校 Ｄ校 ４学年１学級 参加人数２１人

実施時期 平成27年６月４日から10月16日（※生ごみ投入期間）

実施状況

☆本市小中学校環境教育支援事業で実施☆

講師の業者から生ごみ処理機の使い方や堆肥化の説明
家庭から持ってきた生ごみを投入（当番制で４カ月間）
生ごみの重さを量って投入。攪拌後の状態は確認
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堆肥化授業

感想等

☆本市小中学校環境教育支援事業で実施☆

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等
・生ゴミを家から持ってくるのは少し大変だったけれど、堆肥に
することができてよかった。
・まだ堆肥を受け取っていないけれど、受け取ったら、自分達の
入れた生ゴミがちゃんと堆肥になっているか確認したい。
・生ゴミを堆肥にすることで、ゴミを減らすことができてよかっ
た。
・堆肥を受け取ったら、次に作る花や野菜のよい栄養になるように
まいてあげたい。
２ 先生方の感想、要望等
・社会のゴミ学習と関連させて本取り組みを行うことができ、ゴミ
を減らすための１つの手段として有効であることを感じることが
できたと思います。
・学校としても、職員室から出たお茶っ葉や余剰分の給食の残りな
どを投入することができ、堆肥作りに一役買うことができたと
思います。

今後について 業者で堆肥化し、学校に配布されます。
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牛乳びん

冊子で紹介

環境教育
で紹介

○市内の公立小学校では全て牛乳びんを使用
○長野県は学校給食における牛乳びん利用率が全国で最も高い


